
－医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。－

「使用上の注意」改訂のお知らせ

この度、自主的変更により標記製品の「使用上の注意」を改訂いたしますので、お知らせ申し上げます。

本剤のご使用に際しましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。

2018年 3 月

改訂内容

改 訂 後（下線部：改訂箇所） 改 訂 前（取消線部：削除）

【使用上の注意】
鼻科用
3．副　作　用
（1）�重大な副作用

1）�ショック、アナフィラキシー（頻度不明）を起こ
すことがあるので、観察を十分に行い、蕁麻疹、
チアノーゼ、不快感、口内異常感、喘鳴、眩暈、
便意、耳鳴、発汗等の異常が認められた場合には、
投与を中止し、適切な処置を行うこと。

【使用上の注意】
鼻科用
3．副　作　用
（1）�重大な副作用
1）�ショック、アナフィラキシー様症状（頻度不明）
を起こすことがあるので、観察を十分に行い、蕁
麻疹、チアノーゼ、不快感、口内異常感、喘鳴、
眩暈、便意、耳鳴、発汗等の異常が認められた場
合には、投与を中止し、適切な処置を行うこと。

【使用上の注意】
耳科用
3．副　作　用
（1）�重大な副作用

ショック（0.1％未満）、アナフィラキシー（頻度不明）
を起こすことがあるので、観察を十分に行い、蕁麻
疹、チアノーゼ、不快感、口内異常感、喘鳴、眩暈、
便意、耳鳴、発汗等の異常が認められた場合には、
投与を中止し、適切な処置を行うこと。

【使用上の注意】
耳科用
3．副　作　用
（1）�重大な副作用

ショック（0.1％未満）、アナフィラキシー様症状（頻
度不明）を起こすことがあるので、観察を十分に行
い、蕁麻疹、チアノーゼ、不快感、口内異常感、喘鳴、
眩暈、便意、耳鳴、発汗等の異常が認められた場合
には、投与を中止し、適切な処置を行うこと。

「使用上の注意」等の全文は、改訂添付文書をご覧ください。
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